


は じ め に 

 

 児童生徒が、心身ともに健やかに育つことは、時代を超えて全ての人々の願

いです。学習の場であり生活の場である学校において、児童生徒は、他者との

関わりを深めつつ、多様な経験を積み重ね、視野を広げ、心身ともに成長して

いきます。 

 一方で近年の情報化、国際化などによる社会環境や生活環境の急激な変化は、

児童生徒の心身の健康に影響を与えており、学校生活においても生活習慣の乱

れ、感染症、アレルギー疾患、メンタルヘルスに関する課題や薬物乱用、性の

問題行動など現代的な健康課題が、児童生徒に影響を及ぼしています。また、

地震及び台風・集中豪雨等による自然災害、登下校中の児童生徒が巻き込まれ

る交通事故や、さらには、学校内外において不審者による児童生徒の安全を脅

かす事件などが多発しており、児童生徒の安全確保が喫緊の課題となっていま

す。 

 こうした状況を踏まえ学校では、「学校保健・学校安全・学校給食」の３つの

領域が、それぞれ機能を担いつつ緊密に連携を図りながら、教育活動全体を通

して組織として一体的に取り組む必要があります。また、家庭や地域、関係機

関との連携を深め、児童生徒が自らの健康を適切に管理し、改善していく資質

や能力を培うなどの実践力の育成も不可欠です。  

本書は、学校健康教育の重点や考え方、最新の情報、学校として是非推進し

ていただきたい事項、取組事例など、各学校の実態に応じて活用できる内容で

構成しております。今年度からスタートする「第３期埼玉県教育振興基本計画」

（平成３１年度（２０１９年度）～平成３５年度（２０２３年））における本県

健康教育の位置付けや施策の方向性と主な取組について示しております。 

各市町村教育委員会や各学校におかれましては、本書を組織的、計画的な学

校健康教育推進の道しるべとして、十分に御活用いただきますようお願いいた

します。 

今後とも、県教育委員会といたしましては、児童生徒が生涯にわたり豊かな

心と健やかな体を備えた「生きる力」の育成と、人と人とのつながりを大切に

した学校・家庭・地域の「絆」を育てる埼玉教育の実現に努めてまいります。 

 

 平成３１年３月 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課長  

伊 藤 治 也 
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※ 表紙デザインについて 

Health Promotion（ヘルスプロモーション）とは、人々が自らの健康とその決定要因を

コントロールし、改善することができるようにするプロセス（１９８６年・ＷＨＯオタワ憲

章）で、健康の実現のために環境づくり等も含めた包括的な概念です。 
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Ⅰ 学校健康教育の概念 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり、学校における健康教育は、学校保健、学校安全及び学校給食を含む食育に関する指

導を包括したものであり、それらが相互に関連し、管理と表裏一体として推進されるものである。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                            

 

 

Ⅱ 学校健康教育の重点事項 
 

 

埼玉県教育委員会では、教育基本法に基づく教育振興基本計画として、平成３０年（２０１８

年）６月に策定された国の第３期教育振興基本計画を参酌しつつ、本県の今後の５年間の教育に

関する基本的な計画として、平成３１年（２０１９年度）を計画の初年度とする「第３期埼玉県

教育振興基本計画」を策定した。 

学校健康教育に関する目標・取組は、【目標Ⅲ 健やかな体の育成】のもとで取り組む「健康

の保持増進」、【目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実】のもとで取り組む「子供たちの

安心・安全の確保」である。 

 

○第３期埼玉県教育振興基本計画における学校健康教育の位置付け 

 

児童生徒の 

健康の 

保持増進 

学校保健 
心身の保持増進のための 

保健教育・保健管理 

食育・学校給食 
望ましい食習慣の育成等を 

図る給食指導・衛生管理 

学校安全 
安全能力の育成等を図る 

安全教育・安全管理 

学校健康教育の概念イメージ 

＜小学校学習指導要領 第１章 総則 第１  ２ （３）小学校教育の基本と教育課程の役割＞ 

 学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を

通じて適切に行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の

充実に努めること。特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，安全に関する

指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，体育科，家庭科及び特別活動の時間はも

とより，各教科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応

じて適切に行うよう努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りな

がら，日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で

活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。（平成 29 年３月告示） 

                              ※中・高等学校においても準ずる。 
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第３期埼玉県教育振興基本計画 平成31年度（2019年度）～平成35年度（2023年度） 

【基本理念】 豊かな学びで未来を拓く埼玉教育 

【目標】 

Ⅰ 確かな学力の育成 

Ⅱ 豊かな心の育成 

Ⅲ 健やかな体の育成 

Ⅳ 自立する力の育成 

Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進 

Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実 

Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上 

Ⅷ 生涯にわたる学びの推進 

Ⅸ 文化芸術の振興 

Ⅹ スポーツの推進 

 

 

 
 

 

 

 

施 策 施 策 の 方 向 性 
主 な 取 組 

(学校健康教育の重点事項) 

基本 

目標 

Ⅲ 

施策９ 

 

健康の 

保持 

増進 

□ 時代の変化とともに新たに生じる課題への対

応を含め、学校の教育活動全体を通じた体系的な

学校保健を充実します。 

(ｱ) 学校保健の充実 

(ｲ) 妊娠・出産・不妊に関する  

    知識の普及啓発と性に関す 

    る指導の推進 

(ｳ) 薬物乱用防止教育の推進 

□ 食事についての正しい知識や、望ましい食習慣

を子供たちが身に付けられるよう、学校・家庭・

地域が連携して食育を推進します。 

(ｴ) 食育の推進 

□ 子供の基本的な生活習慣の確立を推進します。 
(ｵ) 基本的な生活習慣の確立に 

  向けた支援 

基本 

目標 

Ⅵ 

施策20 

 

子供 

たちの 

安心 

・ 

安全の 

確保 

□ 生徒が日常的に使用する学校施設について、耐

震化を推進します。 
(ｱ) 学校における耐震化の推進 

□ 児童生徒に危険を予測し、回避する能力を身に

付けさせます。 
(ｲ) 安全教育の推進 

□ 学校と教職員の危機管理能力の向上を図りま

す。 

(ｳ) 学校と教職員の危機管理能 

  力の向上 

(ｴ) 自然災害から児童生徒の命 

  を守る防災体制の強化 

□ 家庭や地域、関係機関と連携・協働し、地域ぐ

るみの学校安全体制の整備を推進します。 

(ｵ) 家庭、地域と連携した防犯 

  ・交通安全教育の推進 

 

○施策の方向性と主な取組 

埼玉県教育行政重点施策 

学校健康教育の推進 
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